
情
熱

に
生
き

る
の
悲
哀

 
 
 
―
北
原
龍
雄
と

『新
理
想
主
義
』
の
普
通
選
挙
請
願
運
動
に
つ
い
て
―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福

家
 
崇

洋

 
 
 
 
序

 
 
 
 
―
北
原
龍
雄
と

『新
理
想
主
義
』

 
 
 
 
二
 
「手
」
と

「血
」
の
普
通
選
挙
運
動

 
 
 

三

請
願
へ
の
躊
躇
と
運
動
の
挫
折

 
 
 

四
 
「数
」
と

「団
結
」
の
可
能
性

 
 
 
 

結
び

序 

と
も
に

『第
三
帝
国
』
を
創
刊
し
た
茅
原
華
山
と
袂
を
分
か
っ
た
石
田
友
治
は
、
大
正
五

(
一
九

―
六
)
年

一
月
五
日
、
新
し
く

『
新

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

二

理
想
主
義
』
を
創
刊
し
て
い
る
が
、
そ
の
半
年
前
、
茅
原
と
の

「絶
縁
事
情
顛
末
」
を
公
表
し
た

「号
外
」
で
、 

「今
後
の
方
針
」
に

触
れ
、 

「先
づ
此
の
二
者
よ
り
急
な
る
は
な
い
」
と
し
て
、 

「人
権
伸
張
と
普
通
選
挙
の
運
動
」
を
掲
げ
て
い
た
ε
。

 
既
に

『
第
三
帝
国
』
時
代
か
ら
、
同
人
鈴
木
正
吾
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
の

「普
通
選
挙
の
運
動
」

は
、
茅
原
の
衆
議
院

議
員
選
挙
立
候
補

の
後
援
運
動

へ
と
発
展
的
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
茅
原
の

「模
範
落
選
」
後
の

「民
本
主
義
」
か
ら
の
思
想
的
変

化
に
よ

っ
て
、
運
動
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
運
動
を
推
し
進
め
て
い
た
思
想
そ
の
も
の
も
、
『第
三
帝
国
』
か
ら
消
え
去

っ
て
い
た
。

 
そ
の
後
、 
『
第
三
帝
国
』
か
ら
失
わ
れ
た

「反
帝
国
主
義
」 

「個
性
中
心
主
義
」 

「民
本
主
義
」
を
取
り
戻
す

べ
く
、
石
田
は
大
正

五

(
一
九

―
六
)
年

[
月
に

『
新
理
想
主
義
』
を
創
刊
す
る
が
、
ま
ず
彼
ら
が
着
手
し
た
の
が

「普
通
選
挙
の
運
動
」
の
再
興
で
あ

っ

た
。

 
普
通
選
挙
は
本
誌
の
以
前
大
に
唱
道

し
、
請
願
用
紙
を
付
録
と
し
て
、
之
を
取
纏
め
た
処
の
も
の
で
あ
る
、
茅

原
氏
の
思
想

の
変
化

 

よ
り
中
絶
せ
ら
れ
居
り
た
る
を
復
活
し
、
更
に
之
を
熾
烈
に
唱
道
し
、
実
際
に
も
運
動
を
起
し
て
行
く
手
筈
で
あ
る
、
安
部
磯
雄
、

 

三
浦
鐵
太
郎
、
植
原
悦
二
郎
、
西
本
國
之
輔
、
堺
利
彦
の
諸
氏
最
も
熱
心
に
加
勢
さ
れ
友
人
北
原
龍
雄
氏
自
ら
鈴
木
正
吾
氏
の
後
を

 
継
い
で
専
ら
奮
闘
し
、
岡
悌
治
氏
も
之
を
助
け
ら
る
ゝ
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
(・}

 

同
じ
年
、
世
界
で
は
、
米
国
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ

つ
て
、 

「デ

モ
ク
ラ
シ
i
」
の
た
め
の
戦
争
と
さ
れ
た
世
界
大
戦
が
、
米
国

の
参
戦
で
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
た

一
方
、
日
本
で
も
、
吉
野
作
造
の

「憲
政
の
本
義
を
説
い
て
其
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
」

を
契
機
と
し
て
、 

「民
本
主
義
」
論
が
盛
ん
に
な
り
始
め
て
い
た
な
か
、
こ
の

『
新
理
想
主
義
』
に
お
け
る

「普

通
選
挙
の
運
動
」
も



ま
た
、 

「大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
支
え
る
重
要
な

「民
主
主
義
」
的
潮
流
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
(ご。

 
だ
が
、
は
た
し
て
こ
の

『
新
理
想
主
義
』
の

「普
通
選
挙
の
運
動
」
は
、
本
当
に

「民
主
主
義
」
で
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
そ
れ
が

「民
主
主
義
」
で
あ

つ
た
と
し
て
も
、
当
時
に
お
い
て
、 

「民
主
主
義
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
何
を
意
味

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
詳
述
さ
れ
て
こ
な
か

つ
た
こ
の
運
動
を
追
い
か
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
ま
た
違

っ
た
姿
が
明
ら
か
と

な

つ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
こ
の
運
動
の
実
質
的
な
担
い
手
で
あ

っ
た
北
原
龍
雄
に

着

目
し
な
が
ら
、 

『新
理
想
主
義
』
の

「普
通
選
挙
の
運
動
」
を
追
い
か
け
て
い
く
。

一 

北
原
龍
雄
と

『新
理
想
主
義
』

 

『新
理
想
主
義
』

の
創
刊
は
、
北
原
に
新
し
い
活
躍
の
場
を
与
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
茅
原
と
石
田
の
絶
縁
が
公
表
さ
れ
た

『
第
三

帝

国
』
の

「号
外
」
に
は
、
既
に
北
原
に
よ
る
論
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は

「階
級
」
の
有
無
を
茅

原
に
問
う
彼
の
姿
が

描

か
れ
て
い
た
。

 

何
れ
か
が
強
い
カ
を
政
治

の
上
に
握

つ
て
、
そ
の
カ
に
依
ら
な
け
れ
ば
争
闘
を
絶

つ
こ
と
が
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
数
の
上

 

か
ら
云

つ
て

「飯
の
食
え
な

い
階
級
」
の
力
を
強
く
せ
ね
ば
な
ら
な

い
、
即
ち
選
挙
権
の
拡
張
に
依

つ
て
現
在

の
多
数
国
民
の
力
を

 

政
治
の
上
に
働
か
す
の
で
す
ε

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四

 
だ
が
、
北
原
の
こ
の
選
挙
権
拡
張

へ
の
思
い
は
こ
こ
に
始
ま

っ
た
の
で
は
な

い
。 
『
第
三
帝
国
』
が
創
刊
さ
れ

て
ほ
ど
な
い
大
正
三

(
一
九

―
四
)
年

―
月

一
〇
日
、
北
原
は

「同
志
の
叫
び
」
欄
に
、
試
験
に
よ

っ
て
有
権
者
を
定
め
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
試
験
は

「
二
三
ケ
月
を
要
す
る
大
仕
掛

の
も
の
」
で
、
受
験
資
格
は
無
制
限
で
あ
る
上
、
試
験
内
容
も

「常
識
や
徳
義
心

の
審
査
」
を
主
と
す

べ
し
と
し
て
、
こ
こ
に

「絶
対
の
参
政
権
開
放
、
且
衆
愚
政
治
と
も
な
ら
な
い
理
想
の
憲
政
樹
立
策
」
を
見
出
し
て

い
る
§
。
だ
が
、
こ

の
論
は
あ
く
ま
で

;
觚
者
か
ら
の
投
書

の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
本
格
的
な
選
挙
権
拡
張
論
が
展
開
さ

れ
る
ま
で
、
あ
と
二

年

ほ
ど
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 

こ
の
北
原
龍
雄
が
生
ま
れ
た
の
は
、
明
治
二
五

(
―
八
九
二
)
年
八
月
二
八
日
、
高
知
市
本
与
力
町

一
八
番
地
に
お

い
て
で
あ

っ
た
3〕。

早
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
北
原
は
、
親
類
や
知
人
の
援
助
、
ま
た
母
の
針
仕
事
で
育

て
ら
れ
、
明
治
三
八

(
一
九

〇
五
)
年
四
月
に
高

知
県
立
第

一
中
学
校

へ
入
学
す
る
も
、
政
治
的
な
ビ
ラ
を
配
布
し
、
ま
た
社
会
諷
刺
画
を
貼
り
歩

い
た
た
め
、
わ
ず
か

一
年
で
退
学
と

な

っ
て
い
る
。

 

そ
の
後
、
母
の
知
人
を
頼
り
に
上
京
す
る
も
、
先
方
に
養
う
余
裕
は
な
く
、
自
活
の
道
を
講
ず
る
た
め
、
新
聞

配
達
、
の
ち
に
は
人

力
車
の
車
夫
と
し
て
街
を
駆
け
る
こ
と
に
な

っ
た
(」。
こ
の
車
夫
時
代
に
、
林
包
明
が
大
正
二

(
―
九

=
二
)
年
五
月
に
創
刊
し
た

『新

世
紀
』
の
記
者
と
出
会

っ
た
こ
と
が
、
彼
を
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界

へ
と
足
を
踏
み
入
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
北
原
は
、
彼
に
勧

め
ら
れ
る
ま
ま
に
こ
の
雑
誌
の
記
者
と
な
り
、
ま
た
当
時

く立
憲
政
友
会
V
の
院
外
団
を
形
成
し
て
い
た
大
野
伴
睦
に
従

っ
て
自
ら
も

演
説
を
試
み
、
ま
た
政
敵
の
演
説
会
場
に
乗
り
込
ん
で
、
壇
下
の
演
説
に
努
め
た
と
い
う
。

 

記
者
生
活
は
北
原
に
多
く
の
交
友
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
東
京
朝
日
新
聞
記
者
細
井
肇
と
の
出
会
い
は
、
彼
に
多
大
な
影



響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

つ
た
(D・)。
既
に

『第
三
帝
国
』
に
も
幾
度
か
寄
稿
し
、 
〈益
進
会
〉
に
も
何
度
か
訪
れ
て
い
た
細
井
は
、
茅
原

と
決
別
し
て
新
雑
誌
創
刊
に
向
け
動

い
て
い
た
石
田
友
治
に
、
北
原
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
茅
原
と
の
絶
縁
が
宣
言
さ
れ
る

「号
外
」

が
出
さ
れ
る

一
〇
日
ほ
ど
前
の

一
↓
月

一
八
日
に
、 

〈益
進
会
〉
を
訪
ね
た
横
田
英
夫
は
、
次

の
よ
う
な
光
景
を
眼
に
し
て
い
た
。

 

…

翌

々
十
八
日

〔
一
一
月
-
引
用
者
註
〕
に
益
進
会
を
訪
ふ
た
。
案
内
を
乞
ふ
て
も
取
次
ぐ
人
が
な
い
、
馴
れ
た
る
ま
ゝ
階
上

 

に
上
る
と
、
茅
原
派
と
思
は
る
ゝ
事
務
の
諸
君
が
ゐ
て
、
快
か
ら
ぬ
面
色
で
私
に
三
階
を
指
し
て
教

へ
て
呉
れ
た
。
三
階
に
上

つ
た

 

所
が
何
と
な
く
物

々
し
い
気
合
が
充
ち
て
ゐ
る
。
私
は

『
社
員
の
外
厳
に
入
る
を
禁
ず
』
と
貼
紙
し
て
あ
る
部
屋

へ
立

つ
て
、
聊
か

 

躊
躇
し
な
が
ら
も
ノ
ツ
ク
し
た
。
這
入

つ
て
見
る
と
石
田
君
を
中
心
と
し
て
三
四
の
人

(後
で
紹
介
さ
れ
て
夫
れ

は
西
宮
君
、
岡
君
、

 

北
原
君
並
び
に
石
田
君
の
弟
君
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
)
が
何
か
相
談
し
て
ゐ
る
ら
し
か

つ
た
。
㊥

 

そ
の
後
、
既
述
の
よ
う
に
、

一
一
月
二
九
日
発
行
の

「号
外
」
に
お
い
て
、
北
原
は
、
岡
悌
治
と
と
も
に
普
通
選
挙
運
動
の
旗
手
と

し

て
指
名
さ
れ
る
。
だ
が
、
彼
の
選
挙
権
拡
張
運
動

へ
の
関
わ
り
は
こ
れ
よ
り
早
く
、
既
に
春

に
は
、
北
原
と
岡

に
よ

っ
て
、
選
挙
権

拡
張
団

〈純
民
会
〉
が
結
成
さ
れ
、
ま
た
初
秋
の
九
月

一
日
に
機
関
誌

『
純
民
党
』
も
発
行
さ
れ
て
い
た
〔―。)。

 

こ
の

『
純
民
党
』
は
、
早
く
も

―
二
月
末
に
は
、 
『
第
三
帝
国
』
と
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
こ
に
名
実
と
も
に
、
岡
と
北
原
が

〈純
民
会
〉
を
中
心
に
繰
り
広
げ
て
き
た
選
挙
権
拡
張
運
動
が
、
大
正
五

(
―
九

―
六
)
年

一
月
に
創
刊
さ
れ
た

『
新
理
想
主
義
』
の

普
通
選
挙
運
動
と
し
て
、
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

五



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

六

二
 
 
「手
」
と

「血
」
の
普
通
選
挙
運
動

 
意
気
盛
ん
な
る
北
原
の

『新
理
想
主
義
』
に
お
け
る
第

一
声
は
、 

「選
挙
権
な
き
貴
君
は
馬
鹿
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

早
く
も
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
で
、
彼
は

「貴
君
と
我
々
及
び
貴
君
と
我

々
と

の
同
志
、
互
に
手
を
携

へ
歩
調
を
合
せ
て
進
ま
う

で
は
な
い
か
」
と
熱
く
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
こ
の
選
挙
権
獲
得
の
運
動
を

「人
間
に
生
れ
て
動
物
の
待
遇
を
免
れ
立
憲
国

に
住
ん
で
専
制
国
民
の
待
遇
を
拒
む
唯

一
の
方
法
」
、
ま
た

「自
己
と
国
家
と
を
結
び
付
く
る
唯

一
の
道
途
」
と
捉
え
、 

「自
己
」
の

富
強
と

「国
家
」
の
富
強
を
次
の
よ
う
に
結
び

つ
け
る
(=v。

 
 
貴
君
の
利
害
に
問
ふ
と
同
時
に
更
に
、
貴
君
の
愛
国
心
に
問
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
貴
君
が
若
し
日
本
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
政

 

治
を
全
然
他
人
の
手
に
委
し
、
自
分
は
関
せ
ず
焉
と
し
て
居
る
事
が
出
来
る
か
、
貴
君
が
若
し
戦
場
の

}
員
と
な
る
事
を
愛
国
心
の

 

発
動
と
信
ず
る
な
ら
ば
、
政
治

の

―
端
に
参
加
し
て
力
を
茲
に
振
ふ
の
も
、
亦
愛
国
心
の
発
動
で
は
な
い
か
。
殊
に
国
家
を
富
強
な

 

ら
し
む
る
は
愛
国
の
本
義
で
あ
る
。
国
家
の
富
強
と
は
何
ぞ
、
多
数
国
民
の
富
強
で
あ
る
。
貴
君
の
富
強
で
あ

る
。
貴
君
の
富
強
は

 

貴
君
の
生
活
を
支

へ
る
政
治
を
貴
君
に
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
有
権
地
方
の
為
め
虐
げ
ら
れ
て
は
、
貴
君
の
生
活

は
貧
弱
に
陥
る
ば
か

 

り
で
あ
る
。
〔弓

 

そ
し
て
、 

「僕
は
真
実
、
今
選
挙
権
運
動
の
為
め
生
き
て
居
る
」
韋
と
い
う
北
原
は
、
本
議
会

へ
の
請
願
を
提
示
し
、
そ
の
代
表
者

に
自
ら
立
候
補
す
る
。
こ
の
代
表
者

の
初
仕
事
は
、 

「代
議
士
大
臣
高
官
諸
公
」

へ
の
呼
び
か
け
で
あ

っ
た
。
北
原
日
く
、 

「他
で
は

な

い
、
唯

一
日
で
よ
い
か
ら
諸
公
に
絶
食
し
て
貰
い
た

い
の
で
あ
る
、
唯

一
日
で
よ
い
」
(ε
。
彼
は
、
飢
え
た
る

「日
本
同
胞
」
の
状



況
を
わ
ず
か
で
も
経
験
し
、
共
鳴
し
て
も
ら
う
よ
う
、
彼
ら

へ
呼
び
か
け
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
そ
の
あ
と
急
転

し
て
直
前

の
呼
び
か

け
を
翻
し
た
北
原
は
、

「諸
公
は
絶
食
し
な
く
と
も
よ
い
、
そ
の
代
り
時
だ
に
来
れ
ば
諸
公
は
去
れ
!
」
(§
と
叫
ん

で
い
た
。
彼
は

「餓

え
た
る
治
者
」
韋
を
生
み
出
す
普
通
達
挙
を
求
め
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

 

他
で
は
な
い
、
餓
え
た
る
国
民
、
絶
食
の
経
験
あ
る
、
或
は
誤

一
歩
で
絶
食
に
陥
る
国
民
、
小
作
人
、
労
働
者
、
腰
弁
、
小
商
人
、

 

大
工
左
官
、
巡
査
車
掌
、
是
等

の
多
数
階
級
国
民
が
自
ら
自
己
の
問
よ
り
為
政
者
を
選
ぶ
事
だ
、
是
等

の
多
数
国
民
自
ら
代
議
士
を

 

選
び
、
或
は
代
議
士
と
な
り
、
自
ら
大
臣
を
選
び
或
は
大
臣
と
な
る
事
だ
、
即
ち
到
着
す
る
所
は
極
め
て
簡
単
、
曰
く
普
通
選
挙
の

 

断
行
!
§

 

こ
の
よ
う
に
あ
く
ま
で
「多
数
階
級
国
民
」
の
た
め
の
普
選
実
現
を
期
す
る
北
原
は
、
同
じ
頁
で
、
ま
ず

「本
月
下
旬
、
議
会
も
始
ら

ば
愈

々
活
動
を
初
め
る
」
こ
と
、
ま
た

「普
通
選
挙
請
願
用
紙
は
次
号
に
付
録
と
し
て
添
付
す
る
事
」
と
し
て
今
後
の
運
動

の
見
通
し

を
示
し
た
あ
と
、
極
め
つ
け
に
、
自
ら
の
運
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
獅
子
吼
す
る
(M.・)。

 

要
す
る
に
普
通
選
挙
は
、
議
論

で
は
な
く
て
実
際
で
あ
る
、
口
の
問
題
で
な
く
て
手
の
問
題
で
あ
る
、
イ
ン
キ
の
問
題
で
な
く
て
血

 

の
閙
題
で
あ
る
!

 

願
く
は
奮

へ
諸
君
。
同
志
者
の
葉
書
を
待

つ
。 

(北
原
龍
雄
)
§
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八

 
そ
し
て
、

一
月
二
五
日
、
こ
の
日
を
以
て
、
北
原
の
運
動
は
開
始
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
も
は
や
彼

―
人
の
運
動
で
は
な
か
つ
た
。

「第
三
帝
国
社
同
人
」
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

「普
通
選
挙
同
盟
 
愈
々
請
願
運
動
の
開
始
」
と

い
う
小
記
事
に
は
、
こ
れ
か
ら
踏
み
出

さ
ん
と
す
る
彼
ら
の
運
動
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

 
 
吾
人
は

『
第
三
帝
国
』
時
代
よ
り
、
普
通
選
挙
の
唱
道
を
熱
心
に
努
め
て
来
た
、
例
令
そ
れ
は
中
絶
さ
れ
た
と
は
云

へ
、
吾
人
の

 

素
志
は
決
し
て
変
ら
な

い
、
今
や
同
人
は
挙

つ
て
之
が
為
め
に
奮
闘
す
る
に
決
し
、
且

つ
他
の
同
志
団
体
と
も
聯
合
し
、
昨
年
よ
り

 

同
志
か
ら
集
め
た
請
願
書
に
、
更
に
今
回
、
出
来
得
る
限
り
の
賛
成
者
を
集
め
、
以
て
今
期
議
会
中
に
請
願
の
手
続
を
な
さ
ん
と
す
。

 
 

既
に

『
新
公
論
』
及
び

『
純
民
会
』
の
連
盟
す
る
あ
り
、
今
後
其
の
他
の
団
体
に
も
交
渉
し
、
適
当
な
る
議
員

の
紹
介
を
得
て
本

 

議
会
に
必
ず
請
願
を
決
行
す
る
こ
と
と
す
べ
く
、
大
方

の
同
志
、
読
者
諸
君
!
友
人
知
己
を
誘
導
し
奮

つ
て
此
運
動
に
参
加
せ
ら
れ

 

ん
こ
と
を
!
(§

 

だ
が
、
こ
の
呼
び
か
け
の
矢
先
、 

-,段
山
狂
生
」
と
い
う
人
物
か
ら
、
北
原
に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
、

北

原
の

「手
」
と

「血
」
の
運
動
に

「共
鳴
を
覚
ゆ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、 

「唯
向
う
見
ず
に
普
通
選
挙
、
普
通
達
挙
、
と
叫
ん
で
ゐ

た
丈
で
は
威
勢
は
善

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
得
る
所
は
徒
に
空
疎
だ
」
と
し
、
何
よ
り
も
ま
ず

「政
治
思
想
の
普

及
」
の
急
務
、
そ
し

て
、
そ
の
た
め
に

「教
育
制
度
の
改
革
と
言
論
機
関
の
大

々
的
運
用
」
を
訴
え
る
(5
。

 
源
泉
を
養

へ
ば
清
水
は
自
ら
溢
れ
る
。
教
育
制
度
を
改
革
し
政
治
的
に
自
覚
し
た
る
吾

々
の
同
志
を
多
く
作

つ
た
な
ら
ば
、
国
民
の



政
治
思
想
は
自
ら
完
全
す
る
。
要
は
先
覚
者
の
献
身
的
努
力
に
有
り
と
言
ふ
可
し
だ
。
教
育
制
度
の
根
本
的
改
革
と
共
に
、
地
方
民

 
及
労
働
者
に
対
し
て
先
づ
我

々
は
真
面
目
に
真
剣
に
彼
等
の
権
利
の
存
在
を
自
覚
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
彼
等

 
の

一
致
協
同
を
図

つ
て
大
同
団
結
を
組
織
し
君
の
所
謂
血
の
問
題
、
大

々
的
運
動
を
開
始
す
る
の
だ
、
精
神
の
麻
痺
し
た
現
代
政
治

家
、
老
人
輩
の
耳
に
は

一
部
の
人
々
の
絶
叫
や
、
議
会
の
請
願
位
は
馬
耳
東
風
に
過
ぎ
ぬ
だ
ろ
う
。
故
に
僕
は
言
ふ
、
先
づ
源
泉
を

養

へ
と
。
北
原
君
以
て
奈
何
と
為
す
。
§

 

だ
が
、
こ
の

「奈
何
と
為
す
」
と
問
わ
れ
た
北
原
か
ら
、
返
答
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
兵
庫
県
出
身

の
細
見
文
治
と
い
う
人
物
か
ら
、
ま
た
も
北
原
の
請
願
運
動
に
対
す
る
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
細
見
は
い
う
。
請
願
と
は

「奴
隷
が
主
人
に
向

つ
て
哀
訴
嘆
願
す
る
の
意
味
」
豊
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は

「腐
腹

漢
、
堕
落
漢
の
出
入
り
す
る
淫
売
窟
」
蕈
で
あ
る
議
会

へ
の
請
願

の
非
を
唱
え
る
と
と
も
に
、
北
原
に
向
か

っ
て

「大
示
威
運
動
」
を

提
唱
す
る
。

 
普
通
選
挙
と
い
ふ
も
の
が
、
北
原
君
等

の
高
唱
す
る
如
く
、
我
等

の
亦
斯
か
信
ず
る
如
く
、
深
刻
な
る

『
生
か
死
か
』

の
問
題
で
あ

 

る
か
ら
は
、
我

々
は
唯
之
を
要
求
す
る
さ

へ
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
我
等
に
抗
す
る
者
あ
ら
ば
、
我
等
は
そ
の
熱
情
を
も
て
之
を
焼
き

 

尽
し
、
そ
れ
に
対
し
て
猛
烈
な
る

一
大
示
威
運
動
を
開
始
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。
腐
敗
せ
る
議
会
に
十
年
請
願
を
継
続
す
る
よ

 

り
も
全
国
に
渉
る
大
示
威
運
動
の
有
効
な
る
事
は
歴
史
と
経
験
が
我
等
に
教
ふ
る
所
だ
。
其
が
為
に
は
、
多
数

の
民
衆
を
卒
ゆ
る
の

 

要
あ
る
、
大
示
威
運
動
に
よ

つ
て
政
府
を
し
て
必
ず
之
を
容
れ
し
む
る
の
だ
、
必
ず
其
之
を
容
れ
る
ま
で
其
運
動
を
堂

々
と
や
る
の
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一
〇

 
だ
、
北
原
君
の
如
き
有
為
の
士
を
失
ふ
は
惜
い
が
、
我
等
は
血
と
涙
と
を
以
て
、
貴
君
が

}
日
も
早
く
普
通
選
挙
運
動
の
犠
牲
た
ら

 
ん
こ
と
を
希
ふ
も
の
だ
。
斯
く
て
第

二
第
三
の
北
原
君
、
数
十
数
百
の
北
原
君
が
戦
ひ
倒
れ
て
後
、
そ
の
犠
牲
と
な
れ
る
人

々
の
鮮

 
血
の
岳
の
上
に
普
通
選
挙
の
大
旆
は
華
々
し
く
飜

へ
る
の
だ
。
貴
君
が
ロ
バ
で
選
挙
権
を
得
ん
と
す
る
は
、
余
り
に
虫
の
よ
い
相
談

 
で
は
な
か
ら
う
か
。
(琶

 
の
ち
に
北
原
は
こ
の
細
見
に
答
え
、 

「私
が
云
は
ん
と
欲
し
て
未
だ
云
ひ
得
ざ
り
し
事
が
、
兄
に
依
て
云
ひ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
」

畫
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
時
既
に
終
わ
り
を
迎
え
て
い
た
普
通
選
挙
請
願
運
動
に
、
結
局
、
こ
の
時
二
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
が
生

か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

つ
た
。

三
 
請
願

へ
の
躊
躇
と
運
動
の
挫
折

 

「段
山
狂
生
」
か
ら
請
願

へ
の
疑
義
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
な
か
、
運
動
は
早
く
も
そ
の
期
限
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。 

「段
山
狂

生
」
か
ら
批
判
が
展
開
さ
れ
た
の
と
同
じ
号
に
、 

「時
既
に
迫
る
!
!
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
急
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

口
時
既
に
迫
る
!
!
議
会
の
閉
期
は
僅
に
二
旬

の
後
と
な

つ
た
。
吾
等

の
試
む
る
請
願
運
動
は
、
此
の
間
に
於
て
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

 
 

政
友
、
国
民
、
同
志
、
中
正
、
各
派
に
熱
心
な
る
同
情
を
得
た
。
今
は
更
に
請
願
委
員
全
体
に
向
て
賛
助
を
求
め
つ
ゝ
あ
る
。



 

口
前
号
に
添
付
し
た
請
願
用
紙
、
願
く
は
読
者
諸
君
は
是
に
依
り
て
後
援
の
労
を
吝
む
勿
れ
。
願
く
は
理
論
よ
り
も
実
際
、
イ
ン
キ

 
 

よ
り
も
血
の
問
題
た
る
普
通
選
挙

の
為
め
に
!

 

口
請
願
者
は
既
に
二
千
名
に
及
ん
で
居
る
。
更
に
此
の
十
数
日
間
に
、
三
千
四
千
五
千
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
是
等
同
志
及
び
賛

 
 

助
代
議
士
の
氏
名
は
、
引
続
き
全
部
発
表
し
や
う
と
思
う
。

 

口
さ
る
に
て
も
時
既
に
迫
る
。
請
願
用
紙
の
送
付
、
今
は

一
日
を

忽

に
せ
ら
れ
ざ
れ
!
§

 

こ
の
筆
者
は
、
文
面
か
ら
し
て
お
そ
ら
く
北
原
で
あ
ろ
う
。
翌
号
の

「第
三
帝
国
社
か
ら
」
に
は
、 

「普
通
選
挙
の
請
願
も
各
地
の

我
覚
普
通
選
挙
運
動
の
熱
心
家
は
続

々
署
名
し
て
請
願
紙
を
送
ら
れ
る
。
目
下
北
原
龍
雄
氏
は
各
派
議
員
の
間
を
奔
走
中
で
あ
る
」
蘯
と

し

て
、
彼
の
奮
闘
が
記
さ
れ
て
い
た
。

 

こ
の

「奔
走
」
は

く売
文
社
V
に
も
及
ん
だ
ら
し
く
、
堺
利
彦
は
同
じ
頃
、 
『
新
社
会
』
誌
上
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

 
 
普
通
選
挙
運
動
は
今

の
と
こ
ろ
甚
だ
振
は
ぬ
。
只
雑
誌

『
新
理
想
主
義
』
の
同
人
が
熱
心
に
勧
説
し
て
、
数

万
人
の
署
名
調
印
を

 

得
た
る
請
願
書
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
の
が
最
近
の

―
事
象
で
あ
る
。
吾
人
は
切
に
此
の
運
動
が
、
議
会
期
に
限
ら
ず
、

一
年
を
通

 

じ
て
継
続
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。
(ぐ・巴

 

ま
た
、
こ
の
運
動

の
拡
が
り
は
、 

〈売
文
社
〉
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
岡
悌
治
と
の
関
係
か
ら
い
ち
早
く
普
選
運
動
に
荷
担

し
、 

〈普
通
選
挙
同
盟
〉
に
も
名
を
連
ね
て
い
た

『
新
公
論
』
ま
で
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
、
運
動
の
経
過
を
読
者

へ
報
告
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
二

て
い
た
。

 

△
本
誌
に
普
通
選
挙
請
願
用
紙
配
布

の
広
告
が

一
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
公
論
、
廿
世
紀
、
新
理
想
主
義
を
通
じ
て
申
込

 

ま
れ
た
方
も
非
常
に
多
く
、
北
原
龍
雄
氏
が
之
れ
を
本
議
会
に
請
願
さ
れ
る
事
に
な

つ
て
居
ま
す
、
少
な
く
と
も
五
千
名
以
上
に
達

 

す
る
見
込
み
と
い
ふ
事

で
あ
り
ま
す
、
尚
此
上

―
層
本
誌
読
者
が
御
尽
力
被
下
さ
ら
ん
事
を
希
望
し
ま
す
。
§

 
そ
し
て
、
大
正
五

(
―
九

一
六
)
年
二
月
末
、
岡
悌
治
が

『
廿
世
紀
』
で

〈選
挙
権
拡
張
団
〉

の
創
設
の
計
画

を
発
表
し
て
か
ら
約

一
年
、 
『
廿
世
紀
』
、 

『新
公
論
』
を
経
て

『新
理
想
主
義
』
に
受
け
継
が
れ
た
岡
と
北
原
の
選
挙
権
拡
張
運
動

は
、
各
誌

の
読
者
か

ら
送
ら
れ
た
請
願
用
紙
を
ま
と
め
て
本
議
会

へ
と
請
願
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
彼
ら
の
運
動
が

一
応

の
終
着
点
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。 
『第
三
帝
国
』
時
代
に
集
ま

っ
て
い
た
普
通
選
挙
の
請
願
書
は
既
に

「千
数
百
」
あ
り
、

こ
れ
に

『
新
理
想
主
義
』
で
集

ま

っ
た

コ
ニ
百
」
を
加
え
て
、
北
原
が
第
三
七
議
会
に
提
出
す
る
段
取
り
で
あ

っ
た
ε
。

 

だ
が
、
こ
の
決
行

へ
と
至
る
直
前
に
な

つ
て
、
北
原
は
こ
の
請
願
と
い
う
形
式
に
対
し
て
あ
る
躊
躇
を
感
じ
は
じ
め
て
い
た
。

 
 
私
は
従
来
議
会
に
対
す
る
請
願
な
る
も
の
ゝ
真
相
、
実
状
を
知
ら
な
か
つ
た
、
請
願
が
如
何
な
る
程
度
の
待
遇
、
取
扱
を
受
け

つ
ゝ

 

あ
る
か
、
当
局
者
は
如
何
な
る
熱
心
、
誠
意
を
以
て
受
理
、
審
査
、
討
議
を
行
ひ
つ
ゝ
あ
る
か
。
此
の
度
自
分
が
提
出
の
任
に
当
る

 

に
つ
け
て
先
づ
是
を
知
る
の
要
を
感
じ
種
々
そ
れ
に
努
め
た
、
其
の
結
果

『
請
願
』
な
る
も
の
が
、
意
想
外
に
力
弱
き
も
の
な
る
に

 

驚
か
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
§



 

そ
し
て
、
悩
む
北
原
は
、
別
の
方
途
を
思

い
つ
く
。
そ
の
方
途
と
は

「是

〔多
数
の
署
名
t
引
用
者
註
〕
に
依

つ
て
心
あ
る
人
を
動

か
す
事

の
、

一
層
功
果
あ
る
事
を
信
じ
、
更
に
此
の
提
出
を
動
機
と
し
て
何
等
か
世
人
の
耳
目
を
惹
く
の
運
動
を
試
み
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と

い
う
も
の
で
、
具
体
的
に
は

「請
願
書
を
携

へ
て
議
員
及
有
力
者
を
歴
訪
す
る
事
」
、
ま
た

「市
内
に
演
説
会
を
開
き
或
は
民
衆
行

列
を
行
ふ
事
」
で
あ

っ
た
(琶
。

 

第
二
の
方
法
は
多
額
の
資
金
を
要
す
る
た
め
、
北
原
は
、
既
に
昨
年
の

一
一
月
下
旬
か
ら
、 

「或
る
金
を
得
る

の
計
画
」
竃
を
た
て

て

い
た
と
い
う
。

こ
の

―
一
月
下
旬
と
い
う

の
は
、
絶
縁
公
表
の

「号
外
」
が
出
さ
れ
た
前
後
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
が
真
実
だ
と

す

れ
ば
、 
『新
理
想
主
義
』
で
彼
が
意
気
揚

々
と
普
通
選
挙
請
願
運
動
を
展
開
し
は
じ
め
て
い
た
と
き
に
は
、
既
に

こ
の
請
願

へ
の
自

問
が
始
ま

つ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
彼
は
自
ら
を

「代
表
者
」
た
ら
し
め
よ
と
叫
ぶ

↓
方
、 

「議
会

に
請
願
を
す
る
な
ど
は
、
甚
だ
不

徹
底
な
運
動
で
、
こ
ん
な
事
で
直
に
行
は
る
る
程
我
等

の
志
は
生
優
し
い
も
の
と
は
思
は
な
い
」
(琶
と

い
う
矛
盾
を

か
か
え
て
い
た
。

 

結
局
、
こ
の
資
金
集
め
の
計
画
は
す
べ
て
失
敗
に
帰
し
た
が
ゆ
え
に
、
彼
は
第

一
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。
だ
が
、
こ
の
時

生
じ
た
矛
盾
は
、
彼
を
し
て
次
第
に

『
新
理
想
主
義
』
と
の
問
に
距
離
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

 

議
会

へ
請
願
し
た
あ
と
同
誌
に

―
文
を
寄
せ
る
は
ず
で
あ

っ
た
北
原
は
行
方
を
く
ら
ま
し
、

こ
れ
に
対
す
る
石

田
の
焦
燥
が

「同
人

か
ら
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

 

■
普
通
選
挙

の
請
願
書
を
携

へ
て
行

つ
た
北
原
氏
は
其
後
姿
を
見
せ
な
い
、
相
島
代
議
士
に
頼
ん
だ
そ
う
だ
が
、

其
後

『
過
日
来
の

 

対
代
議
士
運
動
を
社
告
と
し
て
書
き
半
頁
送
る
、
お
待
ち
下
さ
い
』
と
の
書
状
あ

つ
て
、
待

て
ど
も

ー

来
な

い
、
そ
れ
を
待

つ
て
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遂
に
発
行
を
非
常
に
遅
れ
て
了

つ
た
が
と
う
ー

来
な
い
、
い
つ
れ
北
原
氏
と
会

つ
て
詳
細
事
情
を
聞
い
た
上
で
報
告
す
る
。
発
行

 

の
遅
れ
た
の
は
以
上

の
如
き
事
情
、
切
に
御
諒
恕
を
。
§

 

あ
せ
る
石
田
を
よ
そ
に
、
北
原
は
議
員
ら
に
折
衝
を
重
ね
よ
う
と
し
て
い
た
が
、 

「当
時

一
書
籍
の
編
輯
に
関
与

し
て
居
た
し
、
其

他

諸
種
の
生
活
雑
務
に
妨
げ
ら
れ
、
専
心
没
頭
す
る
事
が
出
来
」
§
な
か

つ
た
。
だ
が
、
彼
は
、 

「辛
ふ
じ
て
」
四

二
名
の
議
員
を
歴

訪
、
ま
た
彼

の
友
人
で
あ
る
神
崎
謨
雄
に

一
一
名
、
下
村
國
治
に
八
名
を
訪
ね
て
も
ら
う
傍
ら
、
先
輩
の
細
井
肇
に
も
衆
議
院
の
有
力

な
議
員
に
折
衝
し
て
も
ら

っ
た
§
。

 

一
方
、
議
員
側
か
ら
も
北
原
に
協
力
す
る
人
物
が
現
れ
、 

〈立
憲
国
民
党
〉
の
相
島
勘
次
郎
、 
〈立
憲
政
友
会
V
の
吉
原
正
隆
、 
〈立

憲
同
志
会
〉
の
八
島
八
郎
が

「党
内
に
て
、
機
会
あ
る
毎
に
党
員
間
を
説
き
諸
君
の
意
志
が
少
し
で
も
多
く
の
功
果
を
得
ん
事
に
尽
力

す
可
く
、
私
等
の
請
を
容
れ
て
呉
れ
た
」
窒
と
い
う
。

 

北
原
は

「公
式
の
請
願
提
出
は
極
め
て
愚
劣
な
る
を
知
る
が
故
に
、
主
と
し
て
此
の
運
動
に
多
く
の
日
時
を
須
ひ
ん
と
思
ひ
、
閉
会

数

日
前
に
到
る
ま
で
此

の
奔
走
に
努
め
た
」
§
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
相
島
の
手
に
よ

っ
て
、
こ
の
請
願
書
は
衆
議
院

に
提
出
さ
れ
る
。

 

だ
が
、
こ
の
議
員
と
の
折
衝
は
、
結
果
と
し
て
、
北
原
に
失
望
は
与
え
て
も
、
決
し
て
希
望
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
経
過

報
告
の
最
後
に
記
さ
れ
た
次
の

一
文
に
は
、
自
ら
運
動
の
代
表
者
に
ま
で
立
候
補
し
な
が
ら
、
ふ
が

い
な
き
結
果
に
終
わ

っ
た
や
る
せ

な
さ
を
議
員

へ
の
怒
り
に
向
け
ざ
る
を
え
な
か

つ
た
彼
の
苦
衷
と
も
い
う
べ
き
も

の
が
記
さ
れ
て
い
た
。

 

 
今
私
は
筆
を
更
め
て
議
会
を
罵
る
ま
で
も
な
い
、
現
議
員
は
何
れ
も
、
議
会
が
階
級
化
す
る
の
日
に
於
て
、
我
等
の
敵
と
な
る
可



 
き
で
あ
る
、 
『
十
円
以
上
階
級
』

の
代
表
者
た
る
現
議
会
に
対
し
、 
『
十
円
以
下
階
級
』
た
る
我
々
の
要
求
が
尊
重
せ
ら
れ
な

い
は

 
当
然

で
あ
る
、
況
し
て
現
議
員
は
、
主
と
し
て
智
識
な
く
、
誠
意
な
く
、
政
治
精
神

の
根
源
を
な
す
な
る
多
数

国
民
に
対
す
る
理
解

 
と
同
情
と
を
欠
け
る
の
徒
で
あ
る
。
二
千
の
諸
君
が
、
熱
心
な
る
希
望
と
要
求
と
を
表
現
せ
る
所
の
、
意
味
深
く

し
て
カ
あ
る
か
の

 
請
願
書
も
、
彼
等
の
為
め
に
は
、
遂
に
注
意
す
可
き
題
目
で
な
か
つ
た
。

 
 
私
は
予
め
期
し
た
事
で
は
あ

つ
た
が
、
四
十
余
人
を
歴
訪
し
て
、
益
々
切
実
に
現
時
代
議
士
の
愚
を
痛
感
し
た
、
彼
等
の
中
に
は

 
普
通
選
挙
の
何
た
る
か
を
知
ら
ざ
る
者
も
あ

つ
た
、
選
挙
権
拡
張
が
何
の
意
味
な
る
や
解
し
能
は
ざ
る
者
も
あ

つ
た
、
選
挙
に
際
し

 
運
動
費
を
多
く
要
す
る
と
て
反
対
す
る
者
、
運
動
員
の
不
正
が
多
く
な
る
と
て
反
対
す
る
者
も
あ
つ
た
。
甚
し
き
に
到

つ
て
は
、
キ

 
ケ
ン
思
想
を
発
生
す
る
と
云
ひ
、
社
会

の
秩
序
を
破
壊
す
る
と
云
ひ
、
議
会
を
し
て
益
々
紛
糾
せ
し
む
る
と
云
ふ
て
反
対
し
た
、
時

 
期
の
尚
早
を
言
ひ
、
政
治
教
育

の
未
成
を
言
ふ
者
は
最
も
多
か
つ
た
、
要
す
る
に
我
々
の
満
足
し
、
尊
敬
す
る
に
足
る
人
は
極
め
て

 
少
数
で
あ
つ
た
、
そ
れ
で
か

ゝ
る
人
に
依

つ
て
我
等
の
請
願
は
処
理
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(色

四
 
 
「数
」
と

「団
結
」
の
可
能
性

 
北
原
は
も
は
や
語
ら
ず
と
し
て
、
こ
の
報
告
を
終
え
て
い
る
が
、
請
願
運
動
が
失
敗
し
た
今
と
な

っ
て
は
、
彼

の
興
味
は
も
は
や

「過

去
」
§
に
は
な
か
つ
た
。
既
に
請
願
に
無
力
を
感
じ
た
彼
の
眼
に
は
、
早
く
も

「更
に
重
要
な
る
将
来
の
計
画
」

§
が
映
じ
て
い
た
の

で
あ
る
。
報
告
の
直
後
に
記
さ
れ
た
そ
の
計
画
に
は
、
次
の
よ
う
な

「数
」

へ
の
着
目
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
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由
来

『
数
の
カ
』
と

『
閥
の
カ
』
と
は
、
人
生
史
を
編
み
来
り
し
二
大
要
素
で
あ
る
、
選
挙
権
拡
張
の
運
動
自
体
が
、
既
に

『
閥
』

 
に
対
す
る

『
数
』
の
対
抗
を
意
味
し
て
居
る
我
等
が
請
願
を
提
出
し
、
議
員
を
歴
訪
す
る
が
如
き
は
、
理
論
上

の
矛
盾
に
立
て
る
行

 
動
で
あ
る
、
理
論
上
の
矛
盾
で
而
も
実
際
の
結
果
が
甚
だ
頼
む
に
足
ら
ぬ
。
今
や
運
動

の
根
本
方
針
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
即

 
ち

『
閥
の
カ
』
に
依
る
事
を
捨
て
》

『
数
の
力
』
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
葦

 

で
は
、
何
の

「数
」
な
の
か
。
そ
れ
は

「無
権
程
度
の
多
数
国
民
」
、

つ
ま
り
は

「民
衆
」
の
数
で
あ
つ
た
羣
。
だ
が
、
北
原
は

「数
」

だ
け
で
は
駄
目
だ
と
い
う
。
彼
は
そ
の

「団
結
」
の
要
を
訴
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
即
ち
今
後
は
何
人
の
力
に
も
依
ら
な
い
、
我
等
民
衆
自
ら
の
カ
に
依
る
可
き
で
あ
る
、
我
等
自
ら
起

つ
て
、
欲
す

る
所
を
行
ひ
、
求

 
む
る
所
を
掴
む
可
き
で
あ
る
、
断
じ
て
他
に
途
は
な
い
。

 

 

『
数
の
カ
』
を
発
揮
す
る
も
の
は
団
結
で
あ
る
、
団
結
な
く
し
て

『数
』
に
は
何
等
の
権
威
が
な
い
、
我
等
亦
団
結
に
依
ら
な
け

 
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
団
結
に
し
て

一
度
成
ら
ん
か
、
民
衆
運
動
の
如
き
は
行
ふ
も
よ
い
、
行
は
ざ
る
も
よ
い
、

団
結
よ
り
発
す
る
カ

 
は
、
あ
ら
ゆ
る
閥
を
畏
怖
せ
し
め
屈
伏
せ
し
む
、
黙
し
て
、
叫
ぶ
よ
り
も
強
く
、
座
し
て
、
起
て
る
よ
り
も
強
き

は
団
結
の
権
威
で

 
あ
る
、
我
等
は
何
よ
り
先
き
に
、
大
団
結
を
成
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
§

 

そ
の
あ
と
、
彼
は

「此

の
計
画
も
、
愈

々
白
熱

の
決
心
を
以
て
断
じ
て
行

へ
ば
、
百
難
自
ら
去
る
や
明
か
で
あ

る
」
§
と
し
て
、
こ



の
運
動
の
成
果
や
予
算
徴
収
の
方
法
に
ま
で
先
ん
じ
て
言
及
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
る
に
は
及
ぶ
ま
い
。
彼
は
こ

れ
ら
が

「空
虚
な
る
机
上

の
構
図
で
は
な

い
事
を
確
信
」
葦
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
運
動
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
か
記
さ
れ
る
こ

と
は
な
か

っ
た
。

 

後
年
、
か
つ
て
の
同
志

で
あ

っ
た
高
畠
素
之
が
北
原
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
論
故
な
し
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。

 

■
今
は
な

い
が
嘗
て
茂
木
の
向
ふ
を
張

つ
た
男
に
北
原
龍
雄
と
云
ふ
が
あ

つ
た
。
此
男
も
相
当
機
敏

で
計
画

の
上

に
い
ろ
ー

新
機

 

軸
を
出
し
た
が
、
惜
し
い
か
な
実
行
力
が
伴
は
な
い
。
可
な
り
面
白

い
計
画
を
立
て
る
の
は
善

い
が
、
ま
だ
着
手
し
な
い
中
に

(或

 

は
着
手
し
た
か
し
な
い
中
に
)
早
く
も
次
の
計
画
に
乗
り
移
つ
て
ゆ
く
。
計
画
の
山
が
古
証
文
の
や
う
に
堆
だ
か
く
た
ま
る
。
目
的

 

に
向

つ
て
驀
進
す
る
勇
気
と
押
し
が
な
い
か
ら
だ
。
其
の
実
行
力
が
な
い
か
ら
、
計
画
中
に
早
漏
し
て
し
ま
つ
て
、
已
む
を
得
ず
次

 

の
計
画
で
手
淫
し
よ
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
(芭

 
だ
が
、
な
ぜ
彼
は
こ
う
し
た

「計
画
」
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
そ
れ
が
高
畠
の
い
う
よ
う
に
単
な
る

「計

画
」

の
た
め
の

「計
画
」
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
、
北
原
の
旧
友
長
谷
川
光
太
郎

の
次
の
回
想
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

 
 
学
生
時
代
か
ら
堺
枯
川
邸
に
出
入
り
し
て
き
た
こ
と
は
前
述

の
通
り
、
そ
れ
は
、
私
の
オ

ッ
チ

ョ
コ
チ
ョ
イ
の
性
格
に
も
よ
る
が
、

 
貧
乏
生
活
の
間
に
、
世
間

へ
の
不
平
、
不
満
、
反
抗
も
ま
た
多
少
と
も
手
伝

っ
て
、
、
住
み
よ
い
社
会
を
作
ろ
う
"
と
い
う
若
気
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
八

理
想
も
、
そ
の

}
端
を
な
し
て
い
た
も
の
だ
。
そ
の
気
持
ち
に

}
だ
ん
の
火
を

つ
け
た
の
が
、
北
原
龍
雄
君
だ
。

 

彼
は
非
常
に
情
熱
家
だ
。

―
緒
に
新
宿

の
北
裏
を
歩
い
て
い
る
と
き
な
ど
、
宿
場
女
郎
屋
の
裏
二
階
を
眺
め

て
、
そ
こ
に
押
し
込

 
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
薄
倖
な
女
性
を
想
像
し
て
、
話
し
な
が
ら
眼
に
涙
を
湛
え
て
い
る
ー
そ
う
し
た
激
し
い
情
熱
を
抱

い
て
い
た
。

 

た
だ
、
そ
の
激
し
い
情
熱
に
高
下
の
差
が
あ

っ
た
し
、
そ
の
情
熱
の
ま
ま
に
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ン
を
樹
て
た
。
 
一
部
の
人
々
が
彼

を
プ
ラ
ン

・
メ
ー
カ
ー
と
も
い
っ
た
。
た
だ
そ
の
情
熱
が
冷
め
た
と
き
は
、
折
角

の
プ
ラ
ン
を
放
り
出
し
て
ケ

ロ
リ
と
し
て
い
る
。

 
お
互
い
に
学
校
を
出
た
と
き
、
い
や
彼
は
ま
だ
早
大
専
門
部
に
籍
だ
け
は
お
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。 

「社
会
評
論
」
と
い
う
雑

誌
を
出
し
た
が
、
何
か
の
調
子
に
熱
が
冷
め
る
と
忘
れ
て
終
う
。
ど
う
し
て
も
私
と
し
て
は
彼
に
は
従
い
て
行
け
な
い
。
(§

 

こ
こ
に
は
、
あ
ま
り
に
人
臭
き
北
原
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

「唯
人
間
と
し
て
人
間
の
中
に
生
活
し
て
来
た
経
験
」
を
持
つ
彼
に

と

っ
て
、 

「人
間
」
と
は

「肉
と
血
と
心
臓
と
胃
袋
と
を
持

つ
た
人
間
」
で
あ

つ
た

・̂一)。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
に
と
っ
て
、 

「計
画
」
の
た

め
に

「人
間
」
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か

っ
た
.、

 
だ
が
、

―
体
、
何
が
北
原
を
し
て
こ
れ
ほ
ど
普
選
運
動

へ
と
邁
進
さ
せ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、
長
谷
川
が
い
う
よ
う

に
、
そ
こ
に
彼
な
り
の

「激
し
い
情
熱
」
が
息
づ
い
て
い
た
と
し
て
も
、
請
願
運
動
挫
折
後
の
報
告
、
し
か
も
そ

の
冒
頭
に
記
さ
れ
て

い
た
次
の

一
節
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
は
、
即
ち
、 

「我
等
が
自
己
を
国
家
に
托
す
る
限
り
選
挙
権

は
自

己
の
生
活
の
鍵

で
あ
る
、
是
あ
り
て
活
き
、
是
無
く
し
て
死
す
」
畫
。

 
北
原
に
と
っ
て
、 
「自
己
を
国
家
に
托
す
る
」
§
こ
と
は
、
決
し
て
疑
い
を
は
さ
む
こ
と
で
は
な
か

つ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
く
、 
「国

家
よ
り
離
れ
て
独
自
の
生
活
を
為
さ
ん
と
す
る
」
も
の
は
、 

「国
民
の

―
員
と
し
て
遇
す
可
か
ら
ざ
る
破
壊
的
個
人
主
義
の
徒
」
で
あ



っ
た
〔粤
。
参
政
権
を

「個
人
と
国
家
と
を
結
合
す
る
」
蘯
も
の
と
す
る
北
原
は
、
こ
の
運
動
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
物
語
る
。

 

 
我
等
は
国
家
を
尊
重
す
る
為
め
に
は
、
先
づ
国
家
と
自
己
と
を
融
合

一
致
せ
し
め
、
国
家
と
個
人
と
の
間
に
、
厳
密
に
し
て
偉
大

 

な
る
相
互
生
存
、
相
互
展
開
が
行
は
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
斯
か
る
理
解

の
下
に
国
家
に
対
し
自
己
に
対
す
る
事
が
覚
め
た
る
愛
国

 

で
あ

つ
て
、
覚
め
た
る
愛
国
は
人
間
最
高
の
社
会
生
活
に
入
る
唯

―
の
道
程

で
あ
る
。
(毯

 

つ
ま
り
、 
「人
間
」
の
中
に
わ
け

い
っ
て
生
活
し
て
い
た
北
原
で
さ
え
、
そ
の

「人
間
」
の
中
に

「国
家
」
が

入
っ
て
く
る
こ
と
に

疑

い
を
抱
く
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
む
し
ろ
、
そ
の

「人
間
」
た
ち
が
選
挙
権
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、 
「自
己
」
と

「国

家

」
と
を
融
合
さ
せ
、
両
者
が

一
致
し
て
い
く
こ
と
を
彼
は
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

 

だ
と
す
れ
ば
、
薄
倖
な
女
性
を
救
わ
ん
と
し
て
北
原
に
涙
ま
で
流
さ
せ
た
そ
の

「激
し
い
情
熱
」
す
ら
も
、
彼

に
と

つ
て
は
、
ま
た

「自
己
」
と
同
様
、
「国
家
」

へ
と
托
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
人
間
は
、
国
家

の
た
め
で
は
な

く
、
ま
た
国
家
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
互
い
を
救

い
あ
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
と
向
き
合
う
と
き
、
北
原
の
人
を
救
わ
ん
と
す
る

「激

し

い
情
熱
」
に

一
抹

の
希
望
を
抱
い
て
し
ま
う
の
は
は
た
し
て
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
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九



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
〇

結

び

 

『新
理
想
主
義
』
の
普
通
選
挙
請
願
運
動
に

つ
い
て
考
察
し
た
際
、
そ
れ
が

『
第
三
帝
国
』

の
普
通
選
挙
請
願
運
動
を
ど
う
乗
り
越

え
た
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
な

っ
て
く
る
が
、
そ
の
際
、
試
金
石
と
な
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
主
導
者

が
抱
え
て
い
た

「自

己
」
や

「自
我
」
の
具
体
性
で
あ
る
。

 

『
第
三
帝
国
』
の
普
選
運
動
を
担

っ
た
鈴
木
正
吾
に
と

つ
て
は
、 

「自
我
の
普
遍
的
拡
大
」
と
い
う
こ
と
は
信

じ
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ

つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は

「普
通
選
挙
制
度

の
実
施
」
と
い
う
手
段
に
よ

っ
て
、
拡
大
し
た
普
遍
的
な

「自
我
」
が

「国
家
」
を

自

ら
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
際
問
題
な

の
は
、
鈴
木
が

「自
我
」
と

「国
家
」
と
の
間
に
位
置

す
る

「他
我
」
、
あ
る
い
は
そ
の

「他
我
」
と

「自
我
」
か
ら
生
ま
れ
る

〈共
同
的
な
る
も
の
〉
を
軽
視
し
て
い
た
た
め
に
、 

「国
家
」

を
超
え
て
拡
大
す
る
は
ず
の

「自
我
」
が
、
逆
に

「国
家
」
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
危
険
性
を
過
少
視
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
(・ご。

 

だ
が
、

―
方
の
北
原
に
と

っ
て
は
、 

「自
己
」
は
、
決
し
て
普
遍
的
に
拡
大
し
う
る
よ
う
な
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
確
か

に
、
北
原
も
鈴
木
と
同
様
、 

「自
己
」
と

「国
家
」
と
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
彼
に
と

っ
て
、 

「自
己
」

を
普
遍
的
に
拡
大
さ

せ
る
に
は
、
あ
ま
り
に

「自
己
」
が

「人
間
」
的
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
北
原
は
、
こ
の
「人
間
」的

な

「自
己
」
、
す
な

わ
ち
、 
「肉
と
血
と
心
臓
と
胃
袋
」
璽
と
を
抱
え
る
が
ゆ
え
に
、
今
現
実
に
餓
え
た
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
達

に
よ
っ
て
、
自
ら
の

生
活
を
改
善
し
、
窮
状
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
の
選
挙
権
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

た
だ
、
そ
の
選
挙
権
の
獲
得
が
議
員
と
い
う
壁
に
は
ば
ま
れ
、
失
敗
に
終
わ

っ
た
A
「,、
か
と
い
つ
て
、
北
原
に
と

っ
て
、 

「自
己
」

の
ま
ま
で
と
ど
ま
る
こ
と
は
「破
壊
的
個
人
主
義
」
に
な
る
以
上
、
彼
が
見
出
し
た
の
は

「民
衆
」
の

「数
の
力
」
で
あ

つ
た
。
だ
が
、

人
間
を

「数
」
に
還
元
す
る
な
ら
、
そ
れ
は

「自
我
の
普
遍
的
拡
大
」
と
同
様
、 
「自
己
」
を
抽
象
化
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
。



そ
れ
ゆ
え
、
北
原
は
そ
の

「団
結
」
を
提
示
す
る
。

 

人
は
同
志
を
募
る
よ
り
他
に
途
な
し
、
二
人
四
十
組
と
し
て
八
十
人
、
全
国

―
千
万
の
青
年
、
恐
ら
く
八
十
人

の
其

の
人
を
得
る
は

 

不
可
能
で
あ
る
ま
い
、
往
年
自
由
党
設
立
の
当
時
志
士
は
草
鞋
を
踏
み
麦
飯
を
噛
ん
で
起

つ
た
、
其

の
意
気
、
其

の
決
心
、
今
人
と

 
雖
も
豈
に
求
め
難
か
ら
ん
や
と
私
は
思
ふ
、
学
問
を
要
し
な
い
、
智
識
を
要
し
な
い
、
技
術
を
要
し
な
い
、
熱
誠
と
希
望
と
だ
に
あ

 

ら
ば
足
る
。
(軌.・}

 
だ
が
、
こ
う
し
た

「閥
」
に
抗
す
る

「民
衆
」
の

「数
」
と

「団
結
」

へ
の
着
目
が
、
当
時
の

「民
本
主
義
」
論
の
高
ま
り
を
そ
の

背
景
に
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
が

「個
人
主
義
」
を

「国
家
」
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
排
撃
し
、
ま
た

「
自
己
」
と

「国
家
」

と

の
融
合
を
し
き
り
に
説
い
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

『新
理
想
主
義
』
の
普
通
選
挙
請
願
運
動
を

「民
主
主
義
」
的
潮
流
の

ひ
と

つ
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
仮
に
こ
の
運
動
を
し
て

「
民
主
主
義
」
的
潮
流
だ
と
す
る
の
な
ら
、
当

時
の

「民
主
主
義
」

と

は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
が
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

 

し
か
も
、
北
原
は

「民
衆
」
の

「数
」
と
そ
の

「団
結
」
を
訴
え
て
い
る
が
、
彼
の
計
画
に
お
い
て
は
、 

「数
」
を
ど
う
増
や
す
か

と
い
う
こ
と
は
考
慮
さ
れ
て
も
、
そ
の

「数
」
が
増
え
た
と
き
に

「団
結
」
を
ど
う
維
持
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
問
題
な

の
は
、
こ
の

「団
結
」
な
き

「数
」
が

一
人
歩
き
を
始
め
た
と
き
、
さ
ら
に
は
、

そ
う
し
た
状
態
で
普

通
達
挙
運
動
が
行
わ
れ
た
と
き
に
、
も
は
や
単
な
る

「数
」
に
還
元
さ
れ
て
し
ま

っ
た

「自
己
」
や

「民
衆
」
は
、
容
易
に

「国
家
」

へ
と
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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二
二

 

だ

が

、

高

畠

の
よ

う

に
、

こ

こ

で

北

原

の

「計

画

」

の
限

界

を
指

摘

し

て
も

、

問

題

を

ず

ら

す

こ
と

に

し

か

な

ら

な

い

で
あ

ろ
う

。

む

し

ろ

、

彼

の
友

人

長

谷

川

光

太

郎

が

述

べ

て

い
た

よ

う

に

、

薄

幸

な

人

を

想

像

し

、

そ

れ

ゆ

え

に

「プ

ラ

ン

・
メ

ー

カ

ー

」

に
な

ら

ざ

る
を

え

な

い

ほ
ど

の

「激

し

い
情

熱

」

が

北

原

の
な

か

に

宿

つ
て

い
た

と

す

る
な

ら

、

そ

う

し

た

他

者

へ
と

人

を

突

き

動

か
す

も

の

が

国

家

へ
と

回

収

さ

れ

る

の

で

は

な

い
あ

り
方

を

見

出

し

て

い
け

る

か

否

か

が

、
真

の

「
民
主

主

義

」

と

は
何

で

あ

る

か

と

い
う

問

い

と

と

も

に
、

今

後

、

私

た

ち

が

取

り

組

ん

で

ゆ

く

べ

き

課

題

と
な

る

の

で
は

な

か

ろ

う

か
。

註(一
)
石
田
友
治

「
『
第

三
帝

国
』
今

後

の
方
針
」

三
頁

『
第

三
帝

国
』
大
正
四
年
十

―
月
廿
九
日
、
第
三
帝

国
社
。

な
お
、
引
用
す

る
際
、
原
文

の
ル
ビ

は
省
略
し
た
が
、
読

み
が
難

し
い
と
こ
ろ
は
仮
名
を
、
誤
字

の
と

こ
ろ
は

マ
マ
を
付

し
て
あ
る
。

(N
)
同
上
三
頁
。
た
だ

し
、
岡
悌
治

に

つ
い
て
は
、

こ
の

『
新
理
想
主
義
』

の
普

通
選
挙
運
動

に
お

い
て
実
名
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
。

(〕
)
松
尾
尊
兌

『
大

正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
』
 

(二
〇
〇

―
年
六
月

―
五

日
、
岩
波
書
店
)

一
五
五
、

六
頁
を
参
照
。

(轟
)
北
原
龍
雄

「
『
第

三
帝

国
』
と
離
れ

て
引
退

せ
ん
と
称
す
る
茅

原
華
山
氏
を
訪

ふ
」

―
七
頁

『
第
三
帝
目
』
大

正
四
年
十

一
月
廿
九

日
、
第
三
帝
国

社
。

(い
)
北
原
龍

雄

「選
挙
法
改

正

の

}
案
」 

〈同
志

の
叫
び
〉 

『
第
三
帝
国
』
大
正
三
年

一
月
十
日
、

内
外
出
版
協
会
。

(ひ
)
北
原
龍

雄

の
生

い
立
ち

に

つ
い
て
は
都
築
久
義

『
若
き

目
の
尾
崎
±
郎
』
 

(昭
和
五
五
年

―
月
三
〇

日
、
笠

間
書
院
)

の
第

二
部
第

三
章

「北

原
龍



雄
」

を
参
照
。

(刈
)北
原
は
こ
の
車

夫
時

代
を
次

の
よ
う

に
回
想

し
て
い
る
。

 
 

 
私

は
都
会
た

る
高
知
市

に
生
れ
、
農
村

の
土

は
散
歩
或

は
旅
行

の
意
味

で
踏

ん
だ

に
過
ぎ

な
か

つ
た

の
で
、
早
く
か
ら
は
農
村
問
題
な

る
も

の
を

 
 
考

へ
な

か

つ
た
。
十
四

五
歳

の
頃
か
ら
、
階

級
貧
富

の
思
想
が
胸

の
底
に
宿

つ
て
か
ら
も
、
街
上

の
人
夫
、

工
場

の
職

工
、
貧
民
窟

、
質

屋
、
安
飯

 
 
屋
等
主
と

し
て
都
会

の
事
象

の
他
、
農
村

の
こ
と

は
遂

に
考

へ
及
ば
な

か

つ
た
。

 
 

 
農
村
問
題
が

脳
裏

に
宿

つ
た
動
機

は
、
東

京
朝
日

の
横
田
氏

の
文
章
で
あ
る
。
忘

れ
も
し
な
い
大

正
三
年

の
初
夏

で
あ

つ
た
、
私

は

―
商
会

の
人

 
 
力
車
夫

を
や

つ
て
居

た
。
供
待
部

屋

の
腰
掛

で
、
連

載
さ
れ
る

『
農
村
革
命

論
』
を
緊
張

し
た

心
で
読

ん
だ
も

の
だ
。
車
を
引

い
て
駛

け
巡

つ
て
帰

 
 

る
や

否
や
、
左

の
手

で
汗
を
拭

き
な

が
ら
右

の
手
に
新
聞
を
取
り
上
け
、
摯

烈
な

文
字

を

―
句

々
々
拾

つ
て
行
く
時

に
、
瞬
き
も

し
な
か

つ
た
こ
と

 
 

を
記
憶

し
て
居
る

(北
原
龍
雄

「横

田
氏

の
題
尾
に
付
す
る

の
辞
」
四
八
、
九
頁

『
曲辰
村
研
究
』
大

正
五
年

三
月

―
日
、
農
村
研
究
会
)
。

(。。
)
細
井
肇
に

つ
い
て
は
高
崎
宗
司

「あ
る

「朝
鮮
通
」

の
生
き
た
道
 

 
細
井
肇

の
朝
鮮
論

に

つ
い
て
 

 
」
 

(
『
季
刊

三
千
里
』

―
九
八
二
年

五
月

―
目
、
三
千
里
社

)
、
青

野
正
明

「
細
井
肇

の
朝
鮮
観
ー

日
本
認
識
と

の
関
連

か
ら

 
 
」
 

(
『
韓
』
昭
和
六

三
年

五
月
三
〇

日
、
韓
国
研
究
院
)
を

参
照
。
た
だ
し

い
ず
れ

の
論
文

に
お
い
て
も
北

原
龍
雄
と

の
関
係
に

つ
い
て
は
記
さ
れ

て
い
な

い
。

(O
)
横

田
英
夫

「
『
第

―
義
』

に
生
く
る
悲
哀

(
石
田
君
の
心
事
と
予

の
君
を
助
け
た

る
理
由
)
」

七
二
頁

『
新

理
想
主

義
』
大

正
五
年

一
月
五
日
、
第

三
帝
国
社
。

(一〇
)
『
新
理
想
主
義
』

で
の
普

選
運
動
以
前

の
岡
と
北
原

の
選
挙
権
拡
張

運
動
に

つ
い
て
は
別
稿

で
扱
う
。
雑
誌
自

体
は
と
も

か
く
、
普

選
運
動
に

つ
い

て
は
、

『
新

理
想
主
義
』
の
そ
れ
は

『
第

三
帝

国
』
の
正
嫡

と
い
う
よ
り
、
近
縁
者

(岡
悌
治
た
ち

の
運
動
)
か
ら

の
養
子

で
は
な

い
か
と
考
え

て
い
る
。

(
=
)
北
原
龍
雄

「選
挙
権
な
き
貴
君
は
馬
鹿

で
あ
る
」

四
〇
頁

『
新
理
想
主
義
』
大
正

五
年

―
月
五
日
、

第
三
帝
国
社
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

;

二



 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

二
四

(
一口
)
同
上
四
〇
頁
。

(
一ω
)
北
原
龍
雄

「願
は
く
ば
僕
を
代
表
者
た
ら

し
め
よ
」
四
〇

頁

『
新

理
想
主
義
』
大
正

五
年

―
月
五

日
、
第

三
帝

国
社
。

(
=
)
北
原
龍
雄

「代
議
士
大

臣
高

官
に
唯

一
日
の
絶
食
を
勧
む

(普

通
選
挙

の
要
)
」

―
九
頁

『
新
理
想
主
義
』
大
正
五
年

一
月
十
五
日
、
第
三
帝
国
社
。

(
一い
)
同
上

―
九
頁
。

(
一ひ
)
同
上

一
九
頁
。

(一刈
)
同
上

ー
九
頁
。

(一。。)
北

原
龍
雄

「読
者
諸
君
よ
」

―
九
頁

『
新
理
想
・王
義
』
大

正
五
年

}
月
十
五

日
、
第
三
帝
国
社
。

(一〇
)
同
上

―
九
頁
。

(P
O
>
第

三
帝
国
社

同
人

「普
通
選
挙

同
盟

愈

々
請
願
運
動

の
開
始
」

五
頁

『
新
理
想
主
義
』
大

正
五
年

―
月
廿
五

日
、
第

三
帝

国
社
。

こ

の
あ
と
読
者

に
本
号
よ
り
の
請
願
用
紙

の
添
付

の
通
知
と
、

二
月
二
〇

日
ま

で
に
用
紙
を
取
り
纏
め

て
送
付
を
願
う
旨

が
記
さ
れ
て

い
る
。

(巴
)
段
山
狂
生

「北
原
君

に
与

へ
て
普
通
選
挙
を
論
ず
」

―
四
、

五
頁

『
新
理
想
主
義
』
大
正

五
年

二
月
五
[口
、
第
三
帝

国
桂
。

(P
巴

同
上

一
五
頁
。

(P
ω
)
兵
庫
細
見
文
治

「普
通
選
挙
と
示
威
運
動

の
必
要
」

―
二
頁

『
新

理
想
主
義
』
大
正
五
年
三
月

五
日
、
第

三
帝
国
社
。

(P
鼻
)
同
上

―
二
頁
。

(賦
)
同
上

一
二
頁
。

(P
ひ
)
北

原
龍
雄

「
ロ
細
見
文
治
君

に
」
七
頁

『
新

理
想
主
義
』
大

正
五
年

三
月
廿

日
、
第
三
帝
国
社
。

(P
刈)

「時
既

に
迫

る

(請
願
用
紙
送
付

の
急
)
」

二
八
頁

『
新

理
想
主
義
』
大
正

五
年

二
月
五

日
、
第

三
帝
国
社
。



(P
◎Q
)

「第
三
帝

国
社

か
ら
」

}
五
頁

『
新
理
想
主
義
』
大

正
五
年
二
月
廿
五
日
、
第

三
帝

国
社
。

(NO
)
堺
利
彦

「普
通
選
挙
運
動
」 

〈大
雪

小
雪

(時
評
)
V

二
三
頁

『新

社
会
』
大

正
五
年
三
月

―
日
、
売
文
社
。

(ωO
)

「編
輯

局
だ
よ
り
」

一
四

二
頁

『
新

公
論
』

大
正
五
年
三
月

―
日
、
新
公
論
社
。

(ω
じ
北
原
龍

雄

「普
通
選
挙

運
動

の
同
志

に

口
第

三
十
七
茜
会

に
於
け

る
請
願
運
動
と
今
後

の
我
等

口
」
六
頁

『
新
理
想
主
義

』
大
正
五
年

三
月
廿

日
、

第
三
帝
国
社
。

(ωP
)
同
上
六
頁
。

(ω
ω
)
同
上
六
頁
。

(ω
轟
)
同
上
六
頁
。

(ω
い
)
北
原
龍
雄

「願
は
く
ば
僕
を
代
表
者

た
ら
し
め
よ
」 

(前
掲
)

四
〇
頁
。

(ω
ひ
)
石
田
友
治

「同
人
か
ら
」

三
〇
頁

『
新
理
想
主
義
』
大

正
五
年

三
月

五
日
、
第

三
帝
国
社
。

(ω
刈
)
北
原
龍
雄

「普
通
選
挙

運
動

の
同
志

に

口
第
三
十
七
議
会

に
於
け

る
請
願
運
動
と
今
後

の
我
等

口
」
 

(前

掲
)
六
頁
。

(Q
。。
)
同
上
六
頁
。

(ω
O
)
同
上
六
頁
。

(轟
O
)
同
上
六
頁
。

(と
)
同
上
六
頁
。

(爵
)
同
上
七
頁
。

(お
)
同
上
七
頁
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

二
五



 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

二
六

(章

)
同
上
七
頁
。

(&
)
同
上
七
頁
。

(轟
ひ
)
同
上
七
頁
。

(爵
)
同
上
七
頁
。

(畠
)
同
上
七
頁
。

(心
O
)
高
畠

「茂
木
久
平
論
」
五
頁

『
局
外
』
大
正
十

二
年
四
月

二
十

日
、
大
衆
社
。

(い
O
)
長
谷
川
光
太
郎

『
鉛
筆
か

つ
い
で
五
〇
年
』

(前
編
)
二

―
五
頁
、
昭
和
四
÷

三
年
十

―
月

三
日
、
日
本
証
券
新
聞
社
内
新
聞
行
脚

五
十
年
刊
行
会
。

(い
一)
北
原
龍
雄

「心
霊
運
動
と
し

て
の
普
通
選
挙

親

切
な
る
救
世
軍

の
友
人
に
」

二
五
頁

『
第

三
帝
国
』
大

正
五
年
七
月

一
日
、
第
三
帝
国
社
。
な
お

題
は

「心
霊
運
動
と
し

て
の
普
通
選
挙
」
に
な

っ
て
い
る
が
、

正
し
く

は

「心
霊
運
動
と
普
通
選
挙
」
。

(旨
)
北

原
龍
雄

「普
通
選
挙
運
動

の
同
志
に

口
第

三
十
七
議
会

に
於
け

る
請
願
運
動
と
今

後

の
我
等
口
」
 

(前
掲
)
六

頁
。

(い
ω
)
同
上
六
頁
。

(い
阜
)
同
上
六
頁
。

(いい
)
同
上
六
頁
。

(いひ
)
同
上
六
頁
。

(い刈
)
鈴

木
正
吾
と

『
第
三
帝
国
』

の
普
通
選
挙
請
願

運
動

に

つ
い
て
は
、
別
稿

で
扱
う
予
定

で
あ
る
。

(い。。)
北
原
龍
雄

「心
霊
運
動
と

し
て
の
普
通
選
挙

親
切
な

る
救
世

軍
の
友

人
に
」 

(前
掲
)
二
五
頁
。

(いO
>
北
原
龍
雄

「普
通
選
挙
運
動

の
同
志

に

口
第

三
十
七
議
会

に
於
け

る
請
願
運
動
と
今
後

の
我
等

口
」
 

(前
掲

)
七
頁
。


